リサーチクエスチョン(RQ)とは？

１．リサーチクエスチョン（研究上の疑問）
▻研究を行う際に立てられる疑問や課題や問いのこと

２．ポイント
(１)ある程度の複雑さが必要
「Yes」「No」 で答えられるような簡単すぎる疑問や問いだと，あっという間に答えが求まってしまう…。
（A）友人が多いと幸福になるのだろうか。
（B）どのような友人とのかかわり方が，幸福感を向上させるのだろうか。

(２)焦点をあてる
あれこれ拡散してしまうのではなく，どこかのトピックに焦点が当たっているほうが望ましい
（A）友人数の多さは幸福感を高め，年齢が上がるほど自尊感情は高まるのか。
（B）年齢に伴って自尊感情の平均値はどのような変化を示すのか。

(３)答えが出てきそうな疑問を
たとえ興味深い疑問を出しても，探究活動ではとても答えが出てこない疑問は…
（A）神は存在するのか。
（B）神への信仰の強さは幸福感を高めるのか。

(４)価値判断に注意
何をもって「よい」「悪い」と考えるかは，そんなに簡単に答えが出せるわけではない
（A）どのSNSがいちばん良いのか。
（B）各種SNSの使用時間と幸福感との間にはどのような関連があるのか。

(５)抽象的すぎない
抽象的すぎるリサーチクエスチョンは，何をしたら良いのかがわからなくなってしまう可能性が…
（A）幸福感はどんな影響を与えるのか。
（B）幸福感が高い人は低い人よりも身体的な健康を向上させるのか。

(６)「なぜ」に注意
「どうしてそうなるのか？」という疑問は悪くはないのですが，どんどん拡散してしまう危険性が…
（A）友人数が多いとなぜ幸福になるのか。
（B）友人数はどのように幸福感を高めるのか。

(７)オリジナリティ
先行研究をちゃんと調べた上で，まだ検討されていないリサーチクエスチョンを考えたい
　＊ただ、これはなかなか難しいので、最初はあまり気にしなくてOK

(８)調べなくてもわかってしまう
（A）自尊感情と幸福感との間には正の関連があるのか。
（B）若年者と高齢者では，自尊感情と幸福感との関連のしかたが変わるのか。
[image: ]リサーチクエスチョンの立て方
１．おおまかに探究テーマを決める
例：若狭地区にSDGsを広めよう　食品ロス削減　若狭の国際交流
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２．探究テーマに関する現状把握(情報収集)を行う
(１)選んだ領域で現在どのような研究(先行研究/先行事例)が行われているのかを知る
(２)研究の方向性を左右するかもしれない潜在的なギャップを知る

３．焦点を絞っていく(問いの形にする)
　　例：若狭地区の小・中学生に、ワークショップを通してSDGsを自分ごととして考えてもらえるだろうか？
フードドライブを通して食品ロス対策の意識を変えることはできるのか？
　　　　異文化共生のための良い国際交流のあり方とは(何か)？

４．リサーチクエスチョン候補を評価する
【自分のRQを評価してみよう！】















５．リサーチクエスチョンを適切にまとめる
【必ずしも当てはまるわけではないが…】
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